
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北食農連携ネット“FACNeT”第３号をお届けします。 

第３号では，東北農研が育成したもち小麦“もち姫”を活用した産官学連携による地域おこしの

取り組み（もち小麦の郷づくり）を紹介します。 

“もち小麦の郷づくり”は盛岡農業改良普及センターが取り組みます！！ 

 岩手県盛岡農業改良普及センターでは，世界で初めて東北農研が育成したもち小麦を活用した地

域づくりを平成 29年度から取り組むことになりました。その大きな目的は，水田転作を中心とす

る小麦生産経営体の生産意欲の向上と所得確保のため、もち小麦の優れた特性の幅広い認知による

食産業でのニーズの掘り起こしと拡大，さらには全国に先駆けてもち小麦の産地を作り上げてブラ

ンド確保と先駆者利潤の獲得を目指すことにあります。 

そのため，岩手県盛岡農業改良普及センターがリーダーシップをとり，もち小麦の専門家（東北

ハイテク研の星野 CD）と開発機関（東北農業研究センター）の支援を得て，生産者の組織化と技

術指導，実需者による多様な商品開発をめざしています。 

具体的な達成目標！！ 

１．もち姫販売量 

H29産 14 ﾄﾝ   H30年産 25 ﾄﾝ  H31年産 60 ﾄﾝ 

２．もち姫栽培面積（種子を含む） 

H29産 ７ha   H30年産 10ha  H31年産 20ha 

３．これまで一般栽培されている「ゆきちから」を「もち姫」に一部を転換することにより，20ha

の栽培で 644,000円の所得向上を見込んでいます。 

目標達成のための取り組み！！ 

１．高品質安定生産の取り組み 

(1)もち小麦の郷づくり研究会組織の構築 
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(2)種子生産体制の確立（先進地視察，圃場の団地化による一般麦との混在防止，圃場の排水改

良） 

(3)栽培技術指導の徹底と技術のマニュアル化 

２．認知度の向上とニーズ拡大 

(1)もち姫研修会，生産圃場見学会の開催 

(2)関係機関が連携したもち姫の PR活動の展開 

(3)もち姫の特性を活かした商品開発と生産現場へのフィードバック 

(4)もち小麦のニーズ調査 

もち小麦の郷づくり推進体制！！ 
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盛岡地方もち小麦の郷づくり研究会設立総会開催される！！ 

盛岡地方もち小麦の郷づくり研究会設立総会が 5月 24日に盛岡市内で開催されました。この総

会の様子は，新聞・テレビでも取り上げられ各方面から注目されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
試食のパンの準備試

食食試食 

TVの取材 新聞社の取材 

研究会総会風景 会長（中央）と試食 
もち小麦入り食パン 


